
号

参加者全員で記念

轟寿すこやか

食改員手作りの長寿弁当で昼食

6月 30日 、長寿すこやか写真撮影会が行われ、村内の85歳

以上の高齢者45名 が参加しました。
この日は、金木高校・相内分校の全校生徒が介助等のため

のボランティアとして参加.高校生らは、参加者の若かりし
ころの話しに耳を傾けたり、一緒に記念撮影するなど障代間
交流を深めていましたぅまた昼食では、食生活改善推進員の
メンバーが調理した「長寿弁当」が振る舞われ、参加者は楽
しい 1日 を過ごしていました.

参加者の笑顔一杯の写真はふるさとまつりなどで展示され
ます。

〃
きいき

ダ

ぃ



垂湖コンサー ト

市
浦
村
で
四
回
日
と
な
る
姫
神

コ
ン
サ
ー
ト
が
七
月
ト

五
日
、
十
二
湖
特
設
会
場
で
開
か
れ
、
姫
神

・
星
吉
昭
さ

ん
の
幻
想
的
な
演
奏
が
付
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
か

ら
訪
れ
た
三
八
こ
こ
人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
＾ヽ

姫
神
デ
ビ

ニ

ー

一〓
周
年
と
な
る
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
の
終
盤
で
は
、
テ
レ

午
〓
ら
コ

ノ
一
　

卜
の
テ
ー
マ
は
、
　

　

ビ
で
も
お
な
し
み
の

「神
々
の
詩
」

一
●
三
姜

う

¨
通

か
な
る
北
方
世
界
　
　
が
演
奏
さ
れ
る
と
雲
り
空
か
ら
時
折

ヽ
　

一　
市
澪
村
一
ヽ
の
思

い
出
の
曲
　
　
満
月
が
顔
を
出
し
、
音
と
光
の
幻
想

キ

し
月
五
日
に
発
売
さ
れ
た
新
曲
　
　
的
な
演
奏
に
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍

一
未
来

の
瞳

一
な
ど
二
十

一
曲
を
演
　
　
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
］

（六
月
二
十
九
日
の
制
作
発
表
で
）

▲音 と光の幻想的な音楽 を繰 り広げた姫神のコンサー ト

J
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姫
神
コ
ン
サ
ー
ト
で

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

弘
南
バ
ス
労
働
組
合
青
年
部

弘
南
バ
ス
労
働
組
合
青
年
部

（赤
　
　
名
が
駆
け
つ
け
、
客
席
に
使
用
し
た

間
義
典
青
年
部
長
）
は
七
月
十
五
日
　
　
り
ん
ご
箱
の
撤
去
や
会
場
の
ゴ
ミ
拾

行
わ
れ
た
奥
津
軽
十
三
湖
姫
神
コ
ン
　
　
い
と
組
合
員
は
フ
ル
活
動
し
、
心
地

サ
ー
ト
に
お
い
て
、
来
場
者
用
駐
車
　
　
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

場
整
理
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
　
　
　
赤
間
青
年
部
長
は
、
「少
し
で
も

し
て
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
に
役
立
て
る
活
動
を
今
後
も
し

ま
た
、
翌
十
六
日
の
会
場
後
片
付
　
　
て
行
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

け
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
四
十
　
　
　
弘
南
バ
ス
労
働
組
合
青
年
部
の
皆

胃
富
で
た
の
し
い
ひ
と
と
き

太

田

保

食

神

社

七
月
十
九
回
太
田
保
食
神
社
で
宵
　
　
↓十
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
夜
店
を
出

宮
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
花
火
　
　
し
た
大
田
や
ま
び
こ
会
の
工
藤
富
子

や
大
田
や
ま
び
こ
会
の
メ
ン
バ
ー
が
　
　
〈ム
長
は
、
「宵
宮
と
い
え
ば
夜
店
、

出
し
た
夜
店
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
　
　
曇日
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

こ
の
日
は
、
あ

い
に
く
小
雨
が
降

る
天
気
で
し
た
が
、
地
区
の
氏
子
や

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
宵
官
は
旧
暦
の
六
月
十
八
日

に
行
わ
れ
る
行
事
で
、
村
内
の
各
神

社
で
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
田
保
食
神
社
の
宵
宮
の
日
玉
は
夜

店
．
花
火
や
く
じ
引
き
が
で
き
る
ほ

か
、
お
で
ん
、
焼
き
鳥
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
が
並
ぶ
と
あ

っ
て
こ
の
日
も

▲客席用のりんご箱の撤去作業 を行 う弘
南バス労組・青年部のみなさん

の
宵
宮
に
は
ぜ
ひ
家
族
連
れ
で
大
田

に
来
て
く
だ
さ
い
．」
と
ピ
ー
ア
ー
ル
．‐

昔
な
が
ら
の
夜
店
を
繰
り
出
し
て
の

宵
宮
は
、
夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
や
か
な

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
曰

べ
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
炭
焼
き
窯
は
希
少
価
値
。

こ
の
事
業
は
、
青
森
県
の

「
ふ
る

さ
と
づ
く
リ
モ
デ
ル
集
落
支
援
事
業
」

に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
過
疎

化
や
高
齢
化
が
進
み
、
不
利
な
営
農

条
件
に
あ
る
地
域
の
活
性
化
に
対
す

る
取
り
組
み
を
行
う
中
山
間
地
域
の

集
落
を
対
象
に
、
地
域
住
民
に
よ
る

定
住
の
促
進
や
集
落
の
活
性
化
に
向

取
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
今
後
定
期
的
に
炭
を

焼
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
市
浦
産
木

炭
と
し
て
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し
た

り
、
炭
焼
き
を
通
し
て
都
市
と
の
交

流
や
学
校
の
体
験
学
習
の
場
と
し
た

い
と
し
て
お
り
、
復
活
さ
せ
た
炭
焼

き
窯
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
炭
焼
き
窯
を
復
活

桂
川

・
桂
守
会
の
メ
ン
バ
ー

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
お
な
じ
み
の
木
　
　
け
た
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

炭
。
ガ
ス
が
普
及
す
る
前
ま
で
木
炭
　
　
に
行
わ
れ
た
事
業
で
、
窯
づ
く
り
の

は
、
家
庭
に
欠
か
せ
な
い
生
活
必
需
　
　
指
導
は
、
同
会
会
員
の
山
田
光
雄
さ

品
で
し
た
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
が
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
昔
な
が
ら
の
炭
焼
き
を
　
　
　
一九
成
し
た
窯
に
七
月
十

一
日
に
は
、

復
活
さ
せ
よ
う
と
桂
守
会

（桂
川
地
　
　
火
を
入
れ
、
炭
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。

区

・
秋
田
谷
悟
会
長
）
の
会
員
が
力
　
　
山灰
焼
き
の
樹
木
に
は
、
ナ
ラ
や
ブ
ナ

を
合
わ
せ
、
炭
焼
き
空
を̈
完
成
さ
せ
　
　
を
使
用
。
窯
が
冷
え
た
七
月
二
十
三

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
に
は
、
炭
化
の
具
合
を
確
認
し
な

炭
焼
き
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
に
比
　
　
が
ら
、
次
々
と
窯
か
ら
良
質
の
炭
を

▲良質の木炭が次々と窯から出される

▲窯のふちどり作業から始まりました

155-



広報ιチろ (1

を
深
め
て
い
ま
し
た
¨

生
命

の
尊
さ
を
学
ぶ

ふ
れ
あ
い
セ

ミ
ナ

ー

災
害
対
策
に
万
全
を
期
し

平
成
十
二
年
度

消
防
団
定
期
観
閲
式

▼
平
成
十
二
年
度

優
良
消
防
団
員
表
彰

第

一
分
団
　
団
員
　
一二
和
　
豊
明

第
三
分
団
　
団
員
　
豊
島
　
義

一

第
四
分
団
　
団
員
　
木
村
　
文
栄

▼
感
謝
状
授
与
（退
職
団
員
）

前
本
部
分
団
長
　
　
青
山
　
　
喬

前
第
二
分
団
長
　
　
一二
和
　
幸
夫

前
第
四
分
団
部
長
　
下
澤
　
國

一

前
第

一
分
団
団
員
　
一二
和
　
忠
正

前
第
二
分
団
団
員
　
宮
川
　
精

一

▼
表
彰
状

（津
軽
北
部
地
区
幼

少
年

・
婦
人
防
火
委
員
会
）

ア
ト
ム
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

幹
事
長
　
　
大
澤
ふ
み
子

-455



平成12年度宝くじ助成金で

和太鼓 を整備

15' 薦ιチろ

七
月
九
日
、
大
沼
公
園
で
東
北
馬

力
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
当
村
の
成
田
長
代
さ
ん
が
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
県
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
愛

馬
の
力
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
状
態
が
あ
い
に
く
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
障
害
を
越

え
る
た
め
の
、
馬
の
呼
吸
を
は
か
る

タ
イ
ミ
ン
グ
や
駆
け
引
き
は
、
ま
さ

に
人
馬

一
体
。
障
害
を
越
え
る
た
び

に
多
く
の
観
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手
と

人

馬

体東

北

馬

力

大

会

声
援
が
送
ら
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

E=和■十三湖高原駅
まつりが開催されます
村商工会、観光協会、津軽北部農業協同

組合市浦支店等で組織する十三湖高原駅ま

つ り実行委員会 (会長 株式会社 トニサム

代表取締役社長 八木澤淳)の主催により

第 3回 十三湖高原駅まつ りが 9月 9日 CD、

10日 (Blの 2日 間、道の駅「十三湖高原駅」

で開催 されます。

|十三湖高原駅まつ りでは、村の歴史と文

化、特産品、郷土芸能などをアピールし、

観光客誘致とふるさと意識を高め、村の活

性化を図ることを目的としてお ります。

十三湖高原駅まつ りに関する詳 しいこと

は、実行委員会事務局へお問い合わせ下さ

>お問い合わせ先

役場 建設課 862-2111

‐    勁洲 タ

ト
貸し出し用のラジコンも多数用意してお

りますので、ぜひ一度遊びに来て下さい。

◆利用料金

●1回  200円 (お よそ10分 )

●コースのみ使用 30分  300円
(ラ ジコン持ち込みの場合)

◆使用にあたっての注意
。10才以下は保護者の同伴が必要です。

◆お問い合わせ先

役場 経済観光課   862-2111
中の島プリッジパーク 862-2775

▲勝敗はいかに早く障害をクリアするか
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タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
は

自
然
憲
法
の

一
種

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
は

「海
洋
療
法
」

と
訳
さ
れ
、
温
泉
療
法
な
ど
と
同
様
、

自
然
療
法
の
一
種
で
す
。

療
法
と
言
っ
て
も
、
最
近
で
は
ス

ト
レ
ス
解
消
や
健
康
づ
く
り
ま
で
の

幅
広
い
分
野
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

既
に
疾
患
を
持
つ
人
の
み
を
対
象
に

す
る
の
で
は
な
く
、
健
常
者
の
方
々

に
も
利
用
で
き
、
「予
防
」
や

「福

祉
」
へ
の
活
用
に
大
い
に
期
待
さ
れ

薬
や
手
術
に
よ
る
治
瞭
と
は

大
き
な
違
い
が
あ
る

現
代
の
日
本
の
医
学
の
主
流
は
、

そ
の
大
き
な
違
い
を
整
理
し
て
み

●
病
気
の
原
因
を
発
見
し
、
直
接
な

療
法
を
行
な
う
場
合
。

●
病
気
の
原
因
や
病
巣
を
除
去
す
る

場
合
。

●
病
的
な
状
態
か
ら
正
常
な
状
態
ヘ

と
修
正
す
る
場
合
。

●
障
害
の
あ
る
機
能
を
何
か
で
代
用

し
た
り
、
機
能
の
補
充

・
置
換
を

行
な
う
場
合
．

●
一
番
に
健
康
づ
く
り
を
基
本
に
、

間
接
的
に
病
気
治
療
の
役
立
て
る
。

●
病
的
な
状
態
か
ら
自
律
的
な
回
復

を
助
け
た
い
場
合
。

●
心
身
の
機
能
を
調
節
す
る
能
力
を

高
め
た
り
、
病
的
な
状
態
を
正
常

な
状
態
へ
役
立
て
た
い
場
合
。

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
生
体

の
防
衛
能
力
や
環
境
に
対
す
る
適

応
能
力
を
高
め
た
い
場
合
。

地
域
の
住
民
の
方
の
実
情
に

合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
場

合
が
違
う
こ
と
か
ら
、
上
手
く
利
用

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の

建
設
中
の
村
民
健
康
増
進
施
設
は
、

特
に
腰
痛

・
膝
の
痛
み
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
取
り
す
ぎ
や
糖
尿
病
な
ど

の
症
状
改
善
と
し
て
の
筋
力
の
低
下

の
防
止

・
心
臓
や
肺
の
機
能
の
向
上

の
た
め
の
運
動
な
ど
、
ま
た
高
齢
者

の
方
に
楽
し
く
利
用
で
き
て
、
寝
た

き
り
を
予
防
す
る
た
め
の
足

・
腰
の

強
化
の
運
動
等
の
重
点
的
な
実
施
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

村
民
へ
の
健
康
に
関
す
る
情
報
の

発
信
と
診
療
所
の
先
生
や
保
健
婦
の

方
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
の
村
民
の
実
情
に

合
わ
せ
た
精
度
の
高
い
健
康
管
理
が

で
き
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
現
代
社
会
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
も

言
え
る

「
予
防
」
や

「福
祉
」
の
観
点
か
ら
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

の
可
能
性
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

薬
物
や
手
術
に
よ
る
療
法
で
す
。
海

水
や
温
泉
、
気
候
な
ど
を
活
用
し
た

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
等
と
は
、
心
身
に

作
用
す
る
根
本
的
な
も
の
が
違
い
、

ど
ち
ら
が
良
い
か
の
優
劣
が
つ
け
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決

し
て
敵
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
両
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
優
れ
た
点
を
お
互
い
に
補
え

ば
、
よ
り
効
果
が
高
く
な
る
こ
と
に

例
え
ば
、
脳
卒
中
で
倒
れ
た
場
合
、

薬
物
や
手
術
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

に
は
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
で
行
わ
れ
る

ン
グ
が
大
変
有
効
に
な
っ
て
き
ま
す
。
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「自
然
の
中
の
体
験
学
習
」

七
月
十
五
日
、
北
村
地
区
ダ
ム
建

設
所
周
辺
に
お
い
て

「上
ノ
国
ダ
ム

と
緑
に
親
し
む
親
子
の
つ
ど
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
函
館
土
木
現
業
所
、

▲体験学習に参加 したみなさん

救

助
器

具
整
備

さ
れ

る

火

事
と
救
急

・
救
助

は

一
一
九

番

本年10月 1日現在で、全国いっせいに国勢調査を実施しま丸
国勢調査は、9月下旬から10月上旬にかけて、「国勢調査員証」

調査票を配布 取集する万法により行います。
国勢調査と称して世帯の家族構成や会社の従業員の氏名などを

電話で照会する「かたり調査」にこ注意下さい。
不審な電話には即笞せず、相手の名前や電話番号むどを聞き、

を携帯 した国勢調査員が世帯を訪問 し、直接、

hO椰囲日間

456-
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⑨圃⑨圃は |『救急②固‐』冒すよ
「救急の日」は、救急医療及び救急1業務に対する正しい認識を住民の皆さんへ深めるため、

9月 9日 にちなんで昭.和 57年 に制定されました:そ こで、今回は市浦消防署管内の救急車
の出動状況や、のどに異物がつまつたときの除去の方法について説明します。

昨年1年間市浦消防署管内で救急車で病院に運ばれた人は88人で前年(103人 )より15人少なくなっています。

急  病 璽 囚 圃 鷹 闘 日 圏
交通事故 猥 5人

一般負傷 職
そ の 他 蝉

症
症
症

等
重
中
軽

壼讐働圏L目鳳ぶ還瑾[:i膚層場喜[拿[懲骨I警I

～家族や友人を助 けるため に覚えてお こう～

気道内 (空 気の通 り道)異物の事故に対 しては、身

近にいる人が直ちに手当をしなければなりません。呼

吸が lLま った状態が続 くと生命に危険が及ぶためです。

のどに異物がつまると、話 しかけても、返答ができ

ないとか、のどをつかむようなしくさをして、苦 しい

i::::杢:i]

●背中をたたく方法 (図 B)      【図A】

●胸腹部に圧迫を加える方法 (図 C)
●指で取 り出す方法 (図 D)

【図B】

◆乳幼児の場合
●乳幼児に対 しては背中を

たたく方法を行います□

(図 El
【図E】

◎異物除去の注意事項として

・呼吸ができれば自分でせ きや呼吸をするように努力

させ、それを妨げないようにします。

・ひとつの方法にだけにとらわれずに、いくつかの方

法を組み合わせて行ってみることが大切です。

家族や友人が急に倒れたり、交通事故にあつたりす

ると誰でもあわててしまうのが当たり前です。でも消

防署 (119)に通報するときは、次のことをあわて

ないではっきり伝えましょう。

例 火事と救急の区別 「救急です」
・住所、氏名、日標 「相内のOЭです。家は○

○の近くです。電話番号はOЭです。」
・どうしてけがをしたのか、またどんな状態で発

病したのか。
いまどんな状態なのか、見たままの状態を話す。

・傷病者が複数いるときは、その人数を話す。

そして救急車のサイレンが聞こえたら案内人を出し

て救急車を誘導してください。

◎救急車を呼ぶときは次のことを心掛けましょう

救急車を要請するとき「サイレンを鳴らさないで来

て欲しい」とお願いされることがあります。救急車は、

一刻を争う緊急車として現場へ出動するため、サイレ

ンを鳴らさないで行くことは出来ませんので、ご理解

下さいますようお願いいたします.

携帯電話から救急車の要請する場合は、自分の名前、

自分の今いる場所 (場 所が分からなければ周囲を見て

風景や建物)、 ケガをしている人や倒れている人の状態、

そして自分の携帯電話の番号を知らせてください。救

急車が到着するまでの間は携帯電話の電源を切らずに

いつでも救急隊と通話できる状態にしておきましょう.

日曜日や休 日、深夜に急に具合が悪 くなったり、軽

いケガをして救急車で行 くほどでもないがどこの病院

で診てもらえるか迷ったとき、消防署へ問い合わせて

下さい。症状にあつた病院を紹介します[

862-2119・ 62-3119 市浦消防署



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成1281現在

()は無担保保証の料率です。

※無担保、無保証人制度も扱っていま

す。この場合の保証料率は068%と

障害者雇用の促進のための広報・啓発

を活動を行っております。

さて、労働省では障害者雇用のより

―層の促進を図るため、雇用する労働

者の数が56人 以上の事業主は、身体障

害者または知的障害者を1人 以上 (全

労働者の18%相当数以上)雇用するよ

う義務づけております。

仕事を求めている障害者の方が 6月 末

現在 133人登録されています。

障害者の方々が職業を通 して自立し

てくことへのご理解と、法定雇用率達

成による障害者の雇用促進について、

事業主各位の更なるご協力をお願いい

なお、障害者の方を公共職業安定所

の紹介により常用労働者として雇用 し

た場合、各種助成金制度もご利用でき

>お問い合わせ

ハローワーク五所川原 ●34-3171

1藤 ビユ 蒸 蝉 聾 饉 :

夏は、食中毒が多発する季節ですが、

特に腸炎ビプリオによる食中毒が猛威

を振るいます。腸炎ビプリオは、生の

魚、貝、イカなどの魚介類に付着 してい

ることが多いこと、温度の影響を受け

一般の細菌に比べ増殖するスピー ドが

とても速いこと、真水 (水道水)に弱い

ことなどから、以下の予防対策を守 り、

食中毒の未然防止を行つてください。

【闘炎ビプリオ食中毒発生防止対策】

①腸炎ビプリオは、4℃ 以下では増殖

しないので、刺身などを買ったらす

ぐに冷蔵庫に入れましょう。

②腸炎ビプリオは、他の菌と比べ菌の

自衛隊五所川原募集事務所

県内の交通事故概況
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四
月
に
行
わ
れ
た

一
日
ド
ッ
ク
の

結
果
も
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
き
、
治

療
や
検
査
の
必
要
な
方
は
病
院
に
行

っ
た
り
、
異
常
の
な
か
っ
た
方
は
安

心
し
、
元
気
な
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
日
ド
ッ
ク
で
は
、
肺
や
胃
な
ど

の
ガ
ン
検
診
、
血
液
検
査
な
ど
の
基

本
健
診
と
女
性
の
方
の
み
対
象
の
骨

粗
継
症
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

■
租
墨
壼
０
予
防

こ
の
骨
粗
穆
症
検
診
は
前
腕

（非
利

き
腕
）
の
Ｘ
線
撮
影
を
行
い
、
骨
密

度
を
計
測
す
る
検
査
で
す
″）
ど
う
し

て
女
性
だ
け
が
検
査
す
る
の
か
と
い

う
と
、
女
性
は
月
経
に
よ
リ
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
の
骨
を
つ
く
る
成
分
を
男

性
よ
り
も
失
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
閉
経
後
も
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

の
変
化
に
よ
り
、
骨
を
形
成
す
る
能

力
が
低
く
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

現
在
は
女
性
の
み
検
査
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
骨
粗
継
症
に
な

骨
粗
継
症
は
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、

少
し
の
衝
撃
で
骨
折
し
て
し
ま
う
と

い
う
病
気
で
す
こ

今
年
の
検
診
結
果
で
は
、
骨
粗
犠

症
検
診
を
受
け
た
三
百
九
十
五
人
中
、

異
常
な
し
の
方
は
七
十
二

・
四
％
、

要
指
導
、
要
精
検
の
方
合
わ
せ
て
二

十
七

・
六
％
で
し
た
。
要
指
導

・
要

精
検
の
方
の
中
で
六
十
五
歳
以
上
と

以
下
の
割
合
を
見
る
と
約
半
々
で
若

い
年
代
に
も
骨
粗
柩
症
に
な
る
人
は

多
く
、
決
し
て
高
齢
者
の
病
気
で
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
骨

粗
柩
症
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
掲

げ
て
み
ま
し
た
の
で
、
老
い
も
若
き

も
男
性
も
女
性
も
注
意
し
、
骨
粗
柩

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

澤 村 部 上 谷
▼

貴:光 も優?直 t柊 ,お

瑛:希 さ刃レ 人と二じ誕

穣 天 筋 霜 穫
生

松 田 元 内 川

知 彦  也

▼
こ

結

婚

岡 宮 鳴 鈴 松 秋 小 天 三 福 米 松 小 松

本 崎 海 木 下 元 野 内 浦 田 谷 橋 桐 谷

奈 光 美 淳 亜 恒 理 貴 真 智 真 竜 恭
津  保    香  奈  由
美 司 子 一 美 希 子 紀 美 史 美 也 子 勲
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（十

川
　
加
奈
子

（太

▼
お
く
や
み

明

（桂
川
）
６９
歳

秀
四
雄

（十
三
）
７３
歳

ト
キ
ヱ

（大
田
）
“
歳

英
　
光

（相
内
）
７０
歳

ツ
　
ヤ

⌒十
三
）
６５
歳

暁

（相
内
）
４３
歳

◎
Ｏ
⑤
③

現
在
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が

モ
ー
ド
通
信
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
な

文
字
情
報
が
瞬
時
に
わ
か
る
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
情
報
と
い

え
ば
も
う
ひ
と
つ
「見
え
る
ラ
ジ
オ
」
。

ニ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
、
天
気
予
報

な
ど
の
情
報
が
文
字
で
読
め
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
以
外
と

面
白
く
、
プ
ロ
野
球
速
報
な
ど
は
毎

回
の
ス
コ
ア
入
り
の
文
字
放
送
が
楽

生
活
に
関
す
る
情
報
な
ど
も
放
送

さ
れ
て
お
り
、　
一
部
紹
介
す
る
と

「今
年
の
秋
物
は
、
革
製
品
が
狙
い

パ
ス
テ
ル
色
が
◎
」
と
か
。

携
帯
電
話
も
パ
ソ
コ
ン
も
無
い
私

に
と
っ
て
便
利
な
情
報
グ
ッ
ズ
と
な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
■
一不
）

上 荘 田 中 橋 崎

①カルシウムを毎日とる。
乳製品、小魚、緑黄色5菜、

大豆製品など。

②ビタミンDをとる。
ビタミンDはカルシウムの吸収を

助ける重要な物質。干ししいたけ

や魚類に多く含まれる。
また、日光浴をすることでもビタ
ミンDを体に取り入れることがで
きる。

③こまめに体を動かす。

④転倒に注意し、骨折を


